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の経緯を再検討することがまず必要である。   
ところで、「解放」以来絶えることなく続けられてきたハングル専用の可否を  
〔61〕   
















公文式〔高宗三十二年五月八日 勅令第八十大号）   







ど同じ内容である。   
ところが、勅令第朗号は、当時権力の中枢にいた少数の政治家の意図によっ   
11）創製当時は「訓民正音」、19世紀末に至って「国文」と称きれ、「ハングル（韓民族  
の偉大なる文字、の意）」という名称が文献上初めて現われるのは1912年のことであ  
るが（中央日報19即年12月11日付 参照）、本稿本文では便宜上、固有名詞など特  
殊な場合を除き一貫して「ハングル」とする。   

























時経が育った。ハングル専用による F協成会報」の編集・発刊も、彼の力に負  
うところが大きいといわれている。（3I周時経は、1914年3呂歳の若さで他界した  
が、ハングル専用を理想とする彼の主張は、日本統治下においても、直接間接  
に彼の教えを受けた人々によって受継がれることになった。   
（2）矢野謙一・稲葉継雄「朝鮮語辞書の歴史19世紀以降－」  
筑波大学外国語センター F外国語教育論集J第3号1982年 P．156  
（3）培材中高等学校「培材史」1955年 P．116   



























思想・感情の発表を単純に朝鮮語・朝鮮文字によって自由に行なう時期－ そ  
の時は、わが朝鮮の文化がいかに高速度に発達するかを考えてみよ∵が一  
日も早く実現するようにしなければならない。（5）   
（4）朝鮮語学会事件判決文（昭和十八牢予第十一号 予審終結決定）  
（5）雀絃培「ハングル運動の本質とその発展」1934年12月（雀蔚培「ハングルの正道J  
正昔社1錮5年 P．30）   














的経過を抜きにしては理解できないであろう。   
ⅠⅠ．民間の「漢字廃止」運動  




漢字廃止案行全党起趣旨書   
日本が此の度戦争に敗れた原因は、科学が不足したところにあり、日本に科  
学が不足した原因は、漢字を即刻廃止することができずいつまでも混用してき  
たところにあった。   
これは、理論よりも事実が証明しており、日本の国語学者保科孝一氏の調査  
結果を見ると・・…・・‥（中略）……・‥   
同じ100単語を学ぶのに要する時間数を比較すれば  
（6）李応鏑F言語政策の歴史的研究」ハングル専用対策篇 ハングル専用国民実践会  
1969年 P，6   
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日本では…山… 4時間ヱ0分  
ドイツでは…………… 3日分   







亡びるに至った。…■・・… （中略）…‥…・ 漢字を学ばない欧米人が、今日、力強  
く生きているのをどうみるか。漢字の母国である中華民国自体が、漢字を捨て  











の下に漢字廃止を唱える。   
心ある世の人々は、この声に応じて民族の大事に力を貸されんことを。  
綱  領  
一、われわれは、三千万同胞一人一人に明き盲がいないようにしよう。  
一、われわれは、われわれの言葉と文字で新しい文化を建設しよう。  
－、われわれは、われわれの言葉と文字が世界の文化を指導するまでに至るよ   
う努力しよう。  
実行条件  
→、初等教育から漢字を除くこと（ただし、中等教育以上において漢字を教え、   
東洋古典研究の道を開くこと）  
一、日常行文に漢字を混ぜないこと（ただし、趣味に基づいて純漢文を用心）るの   

















者の誤解を招いたことは事実である。   
漢字廃止実行会発起準備会は、発起趣旨書の発表から半月を経た10月16日に  
正式発足、綱領・実行条件を再確認するとともに、張志喋を要員長とする30名  









（ママ） 廃止期成準備会を開き、準備委貞30名を運んで活動してきたが、各界人士を網  
（7）金柄萌「ハングル運動の新課題」（朝鮮語学会ーハングル」 第11巻2号1946年5  
月 P．17）引用文中（）内は筆者証。   























（別 筆者の質問状に対する19邑3年7月30日付呉天錫書簡によれば、漢字廃止実行会と軍  
政文教当局との間に「関係はなかった」というが、筆者としては、人脈の上からこ  
のような判断を提示したい。  
（9）東亜日報1945年12月17日 自由新聞1945年12月22日  
冊 李応鏑 前掲書 P．22  
ところで李は、別の著書l米軍政斯のハングル運動史』（ソウルリンチョン社1974  
年）において「漢字廃止案行会」と「漢字廃止会」が別個の団体であったとしてい  
るが（P．412）、これは事実誤認で、「廃止会」は「廃止実行会」の略称である。   













ペきであろう。   
ハングル文化普及会は、Fハングル文化」の創刊を頂点として活発な啓蒙運動  
を繰り広げたが、次第に資金難に陥り、ハングル専用法の公布（19娼年10月9  
削 を受けて「ハングル専用促進会」が成立するや、その組織はハングル専用  














仙 李応縞 r米軍政期のハングル運動史J P．95   

























㈹ この間の事情については、拙稿「解放後韓国教育の再建に尽した人々一教育諮問   
委員会の人脈－」（東京・韓国研究院「韓j第3巻第4号 昭和49年4月）を参照  
されたい。  
皿呉天笥一帯国新教育史」 現代教育叢書出版社19録年 P．384  
ただし、rウェゾル瞳絃培博士古稀記念論文集」（正音社1968年）・rハングル学会50  
年史」（ハングル学会1971年）によれば9月21日となっている。  
掴 lハングル学会50年史」 P．474   
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た。では、朝鮮語学会は朝鮮文教部の代行機関だというのか。…・…＝ （中略）  
……・‥ 文教部が、ある私設団体の所属機関でない以上、そのような態度の文教  
部は国民が認めない。（．8）  
この引用例は、ハングル綴字法統一案をめぐってのものであるが、後述する  
個 これに関しては、当時の朝鮮人軍務局長愈憶兼も同意し、これらの政策は、魚億兼・  
具天斜・雀鉦培の「三人協議」によって事前決定がなされていたという（前出 呉  
天錫書簡）。   
㈹趣潤済「匡l語教育の当面する問題」 文化彗1947年 PP．117－118   































進に尽力したこともこれを裏付けている。   
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脚 呉天錯 節掲書 P．39g   
㈹雀鍍培「ハングルをめぐる闘争と受難」「韓」第6着筆9号 昭和52年9月 P，  
81（ーナラサラン（愛国）」第10輯1973年3月 より再引用）  
鞄領満は、その後「ハングル専用促進会」の要員にも名を連ね、ハングル専用主義  
者として一貫したようであるが、度千得は、1g69年1月に出された「悪文教育是正  
促求声明書」に署名、漢字・津文教育の強化を求める側に回っている。   
























H 漢字廃止妻口何に関する件  
1．初等・中等教育においては原則としてハングルを用い、漢字は用いないこ  
仕切 「ウェソル雀荘培博士古帯記念詩文集J P．201  
（加 「ハングル学会帥年史」 P．4柑   
「解放」後韓副こおける「ハングル専用諭」の展開  75  
ととする。   
2．一般の教科書では、過渡期的処置として、必要と考えられる場合には漢   
字を一緒に書いて対照させることも妨げない。   
3．中学横では現代中国語科目または古典式漢文科目を置いて、中国との文   
化的・経済的・政治的交渉に贋ならしめ、あるいは東洋古典に接近する道を開   
いてやる。ただし、漢数字に限っては原文に混ぜて書いてもよい。   
4．この漢字不使用の実行を円滑かつ達やかに図る意味で、官公署の文書と   
地名・人名は必ずハングルで書くこと（とくに必要とみられる場合には湊宇   
を同時に用いてもよい）について当局と緊密な連絡をとること。   
5．上の4条と同じ意味から社会一般、とくに報道機関・文筆家・学者など   
の協力を求めること。  
目 横書きに関する件  
1，ハングルをばらして左から右へ書く純然たる横書きとするのが、自然で   
あると同時に理想的であることを認める。   
2．しかし、この理想的横書きを直ちに完全施行することは難しいので、こ   
の理想に至る段階として、今日の綴字法どおりの文字を引き続き用いるが、   
その吉行のみは横とする。   












伽 文教部r漢字不使用の理乱 1948年 序文   
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・・……・ （中略）＝……†漢字に相当に弊害があるのも事実であり、襲字について   
腔）超潤済 前掲書 PP．101－102   
㈲rハングル」 第11巷1号1946年4月 P・訂   





























調査を行なった（対象：→船人1，384名、教育者438名）。この結果、ハングル専   
朋橙潤済 前掲書 PP．104105   
珊 雀錠培 Fハングルの闘争J 正昔社1954年 P．123   
㈱ 同 上   
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用賛成が全体の72．5％（一般人朗．2％、教育者56．7％）を占め、－27）これが、ハ  


























（珊 東亜日報1946年1月11日  
側 文教部 前掲書 PP－29訓   























6．今年1月26日、日本の全国出版業者協会が次のような決議を行なった。   
イ．現在の日本の文字体制は難しく不便であるので、必ず改善すべきこと。   





榊 瞳絃培「日本で漢字不使用を始めた」「朝鮮教育Jl巷2号1947年6月 P▼14   




























「解放」後韓国における「ハングル専用論」の展開  81   








米軍政当時ハングル専用派が日本のローマ字運動を論じたのとは正反対の論理展   
開であるが、ハングル専用派・襲宇保存派が、いずれも日本の動向に注目していた  
という意味で興味深い。   

























から、彼が早くからハングル専用論者ないしそのシンパであったことは充分に   
（油1982年7月24日、ソウルの制恵同志会における金英基■南宮煙・李晶来（いずれも  
制憲国会議員）の談話   
伽 李承晩は、憲法公布後大統領となってからも、常用漢字制定に反対したり（崖廠培  
「ハングル専用および略字制定に関する所見」一国語国文学」第44・45号 P．36）、  
たびたびハングル専用促進談話を発表したりしている。ただし、李承晩の知るハン  
グルは旧綴字法によるそれであり、このため1953年4月にいわゆる「ハングル波動」  
をひき起したことは周知の事実である。   
「解放」後韓国における「ハングル専用論」の展開  83   
考えられるところであり、この意味でも憲法ハングル正本への署名は、彼にとっ  


























脚 朝鮮語学会「ハングル専用法制定建議文」1948年7月24日   
㈱rハングル学会50年史」 P．421   






















が、“別ハングル専用法案は、当初から妥協の余地を残していたのである。   
本件の回付を受けた国会文教社会委員会は、審議の結果、法案条文を次のよ  
うに決定した。  
抑 rハングル学会50年史」では9月29日となっているが（P．22、422）、本稿では、最  
も権威あるものとみられる r国会史J（制護国会・第2代国会・第3代国会、大韓民  
国国会事務処1971年 P．34）に依って9月15日とした。   
鯛 「国会史j P．34  
ただし、Tハング／レ学会50年史」（P22、422〕では丁稚奉読外138名」、「韓国教育十  
年史一（豊文社1960年 P．247）では単に「138名」となっている。   
脚 F国会史I P．34   
㈱ 『ハングル学会50年史J P．422   
「解放」後韓国における「ハングル専用論」の展開  貼  





























㈱ 同 上 PP．420－421   



























たが、文教社会委員会決議は、1951年になって実現することになる。   
（佃 ＝呉之湖 増甫「国語に対する重大な誤軌 韓国語文教育研究会1971年 P・89   
㈹．【ハンギョル国語学論集」 ハンギョル金允経博士古称紀念論文集刊行会1964年  
P．437   































指定された常用漢字の範囲内ですべて国漢混用文で書かれた。   
だが、1970年に至って状況は一変する。政府の「ハングル専用5ケ年計画」  
の一環として1970年1月公文書のハングル専用が完全実施され、同年3月から   
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教科書もハングルのみとなったのである。こみならず漢字の板書も禁じられ、  




























㈹ 朝鮮日報1977年8月23日   
